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概  要 
横型レーザ干渉計で測定する際の、ワーク保持時の変形を最小限に抑える 2

種類の方法を考案した。これにより測定レベルが向上した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

薄物ワーク外周を 3 爪で挟む従来の方法で保持すると、ワークが歪むため正

確な形状評価ができない。この場合にはワークを平置きできる縦型のレーザ干

渉計での測定が推奨される。本手法を用いれば、横型のレーザ干渉計でも、縦

型のレーザ干渉計と同レベルで薄型ワークの形状を評価できる。 

本技術の 

有用性 

シェル状球面ワークや、薄型平面ワークを保持する際の低変形保持具（下図

①）や、測定機傾斜（下図②）により、薄物ワークの低変形での形状測定が可

能になった。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

    

    

  

① 低変形保持具 
    

 
            ３爪   低変形    ３爪   測定機  低変形 
           （従来）  保持具   （従来）   傾斜  保持具 

② 測定機傾斜     シェル状球面ワーク     薄型平面ワーク 

適用可能製品 
薄型平面ワーク（シリコンウエハ等）の平面度測定、 

シェル状ワークの外面・内面球面度測定 
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